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タマ ネギの 体細胞分裂の
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1 は じめ に

　 こ れ ま で，依細胞分裂 の 観察 の 際 タマ ネギを同

じ条件で撫 音し，観察したにもかかわ らず，授業ご

と に分裂像 の 観察に差が生 じたとい う報告がある

（半本 ， 1988）。 そ して ，半本は ，水栽培を開始 し て

5 日圉と 7 日目の タ マ ネギの 鱗茎の 根端を用い て，

目中の分裂頻度を測定した．その結果，タ マ ネギの

分裂頻度 の 極大値は乍前 11 時で あ っ た として い る。

　本研究 は，（1）ペ コ ロ ス を用 い
， そ の 分裂頻度 の 推

移 を 24 時間観察し，1 日を通 し た周期陸を明らか に

する。（2）水黴 音開始か ら何 目目に観察するとよ り多

くの分裂像が得 られ るの かを分裂頻度の 推移か ら調
べ る こ とを目的 として い る。

　なお，分裂頻度は ， 分裂指数を用 い て表 し為

耀 頻度 〔％〕 一
範馳 の 分 裂期 の 細 包数

× 100
　 　　 　　　 　　 　 範 囲 内の 全細胞 数

2 研究の方法

　ペ コ ロ ス を水栽培し，水に浸けてか ら 24 時間後か

ら 118 時間後にか けて の 根端にお ける体細胞分裂 の

分裂頻度の 推移を観察 ・測定した。

　こ こ で，観察範囲は ， 縦 20 マ ス ×横 20 マ ス の 方

眼状の接眼マ イ ク ロ メーターを用い た。そ して ，400

倍で観察 し
， 範囲内の 分裂頻度を算出した。

3 分裂頻度の推移の 結果と考察
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　 　 　 図 22 回の 実験に おける分裂頻度の 平均の 推移

　図 1 は 2 回 の 実験にお い て の 、分裂期に ある細

胞に つ い て の分裂頻度の 平均 とそ の 推移で ある 。

また 、図 2 は、水栽培開始か ら 2 日目、3 日目、4

日口、
5 日口に観察する こ との で きた分裂期にあ

る細胞の分裂頻度の平均、推移である。

　図 1 よ り，い ずれ の 観察日にお い て も，日 に数

回 の 極大をむ か える こ とがわか る。そ して ，そ の

極大は，5 時か ら 7 時にか けて ，13 時か ら 15 時

にかけて ， そ して ， 23 時か ら翌 1 時にかけて の 3

回に集中して い る。 しか し，微視的に見 る と各時

間におい て ，分裂頻度に大きな差が ある。

　図 2 よ り， 水栽培開始か ら 2 日目の 個体よ り，3

目目の個体の方が，よ り高い 分裂頻度を示 して い

る こ とがわか る。 そ して，3 日目か ら 4 日目以降

で は分裂頻度が減少 し て い る。

　した が っ て ，実際の 授業におい て ，水栽培開始

か ら 30 目の 個体で ， 9 時にプ レ パ ラー トを作製

す る こ とで ，よ り良い 分裂像をみ る こ とがで きる。

また，こ の 時間に授業をす る こ とが で きな い 揚合

で も，教師が分裂頻度の 高い 時間 に採取 し， 固定

した根を用 い て永久 プ レパ ラー トを作製す る こ と

で補 うこ とが で きる。
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